
チェックインまで
時間もあるし、
足湯にいってみよう。

Bon Voyage!

啄木小公園って
けっこう
近いんだなー。

パパ、
空港行きが
来たよ！

ここのランチは
あいかわらず
旨いよなー。

今日の宿、
どーしよっか？

ここでオススメ
聞いてみようよ！

函館出身、
若手芸術家の
展覧会か。今度
来てみようかな。

ごめん！
待った？

新緑が
きれいだのぅ、
ばあさん。

何これ！
面白いー！

えーと、
五稜郭タワー
へはっと。。

Mixed Medium Gate
YUNOKAWA

■設計趣旨
「多くの魅力的な観光資源や歴史的・文化的な資産を持つが、その情報
や成果が的確に集約・発信されているとは言いがたい。」

　 函館に限らず、多くの地方都市が抱える問題であると考えます。

　 本計画は、歴史ある街「湯の川」の、ひいては「函館」の１０年後の
ビジョンを、異なる３つのスケールを持つ視点から考察し、提案するも
のです。

●都市計画：路面電車の空港までの延長
　 観光資産の１つでもある電車を空港からのメインの移動手段とします。
　 来函数の増加や、市民の電車利用率も上がると推測されます。

●街区計画：街路樹の整備
　 街に「緑」を追加します。街並に統一感のあるリズムを与え、四季の
　 変化が「湯の川」に新たな魅力と豊かさをもたらします。

●建築計画：新しい「街の顔ーMixed Medium Gateー」の提案
「門（Gate）」をモチーフとした、観光客だけでなく市民にも愛される
施設を提案します。

　 この街に住む市民や、訪れる多くの人々を招き入れ、異なった価値観
や文化が、隔たりのない１つの空間に共存し、様々な交流を生み、お互
いの刺激から新たな文化が生まれ、発信される場です。

　 およそ１５０年前、開港当時の「温故知新」と「先取の気質」を育む、
そんな「函館の新たな玄関口」の提案です。

北東側立面図　S=1/300

ー１０年後の「未来」を創る街づくりー

四季折々の姿を見せる樹々と
函館の今を映し出す門（Gate）。

十字街 函館駅前

谷地頭

函館どつく前 湯の川湯の川温泉市民会館前 函館空港五稜郭公園前



プレゼンテーション
スペース セミナールーム１イベントテラス湯の川温泉電停
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■建築概要
●構造：集成材大断面木造軸組構法、一部鉄骨造

　 　　　※集成材には地元特産の「道南杉」や「唐松」等の使用を想定
　 　　　　しています。
●設備：天井ダクト吹出し　 　　　　 　　　（夏期）

　 　　　基礎蓄熱床吹出し居住域暖房　 　　 （冬期）
　 　　　屋根面へのソーラーパネル設置
　 　　　※夏期・中間期の外気冷房やナイトパージ、冬期の温泉熱を
　 　　　利用した地熱暖房なども検討する価値があると考えています。
●仕上
・外部：カラーガルバリウム鋼板（屋根、外壁）

　 　　　※海が近いので、耐候性のある材質を検討します。
・内部　 床　１階：ＯＡフロア、木床

　 　　　　　２階：ＯＡフロア、タイルカーペット
　 　　　壁　 ：構造材現し
　 　　　　　　スタイロフォーム100mm＋木毛セメント板＋白漆喰　
　 　　　天井：構造材現し
　 　　　　　　 スタイロフォーム200mm＋木毛セメント板＋白漆喰

■面積表
建築面積
　　　　　　　　　　　　　　　　413.21㎡（60.18％：許容  80％）
述床面積

　 　　　　 　　　　　　　　　　 　577.68㎡（84.13％：許容400％）
１階床面積

　 　　　　　 　　　　　　　　　　 351.85㎡
２階床面積

　 　　　　　 　　　　　　　　　　 225.83㎡
ＡーＡ' 断面図　S=1/300

配置・１階平面図　S=1/300 ２階平面図　S=1/300

電停前という好立地を生かし
地域の創造・文化活動と観光インフォメーション
の中心施設を目指します。

周囲に散在する史跡や
観光スポットをめぐる
自転車の貸し出し。

夏期、中間期には
引き込み建具によって
室内と一体となる。

函館空
港へ

五稜郭、
函館駅へ

映像鑑賞や講演会にも対応する。
プレゼンテーションスペースとの
一体となった利用も可能。

様々な発表やイベントに対応する
この施設の中心。
２階からも見下ろすことができる。

湯の川はもちろん
道南の観光情報を
検索・閲覧可能。

作品展示やワークショップ
などにも利用可能。
回遊性をもつ２階スペース
の中心。

会議やセミナーなど、
中・小規模なイベント
に対応。

この場で生まれた文化や価値観が、
街へ、世界へと旅立ってゆく。


